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白鷹町長選挙及び白鷹町議会議員
補欠選挙の結果②

新町長・就任のあいさつ③
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若い服飾の技、きらめく。学生たちのショーステージ－第38回白鷹町芸術祭・芸能まつり（11 ／２・中央公民館大ホール）
　芸能まつりは芸術祭の一環として開催され、今回も練習を積み、この日を集大成として迎えた団体10組が出場しました。
白鷹高等専修学校の皆さんは、これまで磨き上げた技術を「形」にして披露するファッションショーを企画。今年のテーマ
「和」に合わせ、日本風をイメージしながらも小物でアレンジした衣装や、古くなった着物を利用したワンピースなどが次
々に登場しました。若々しい感覚の衣装をまとい、軽快な音楽に合わせて歩く姿に、会場からは大きな拍手が送られました。
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▲

初登庁後、中央公

民館大ホールで就任

式が行われました。

佐藤新町長は、職員

を前に「県立荒砥高

校の存続問題、鮎貝

まちづくり事業など

喫緊の課題があります。財政状況が苦しいな

か、少しでも身軽な町になり、町民の安心な

暮らしを生まなければなりません。町民の皆

さんの声は私の声です。また、職員の言葉は

私の言葉です。それを自覚し、皆さんは自信

を持って仕事に取り組んでいただきたいと思

います。だれもが『白鷹町、良いな』と思う

まちづくりに一緒に取り組みたいと思います

し、その思いを町民の皆さんと共有してほし

いと思います」とあいさつし、新しいスター

トを切りました。

　

10
月
19
日
、
任
期
満
了
に
伴
う

白
鷹
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
即
日

開
票
の
結
果
、
元
町
議
会
議
員
で

行
政
書
士
の
佐
藤
誠
七
氏
（
57
歳

・
十
王
）
が
６
２
８
１
票
を
獲
得

し
、
現
職
の
橋
本
光
記
氏
（
66
歳

・
荒
砥
乙
）
を
破
っ
て
当
選
し
ま

し
た
。

　

佐
藤
氏
は
、
長
井
高
等
学
校
を

卒
業
後
、
白
鷹
町
に
採
用
さ
れ
、

生
涯
学
習
課
長
な
ど
を
務
め
ま
し

た
。
そ
の
後
、
平
成
15
年
４
月
に

町
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
２
期

に
わ
た
り
務
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
行
わ
れ
た
白
鷹
町

議
会
議
員
補
欠
選
挙
で
は
、
元
財

団
法
人
白
鷹
町
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
財

団
支
配
人
の
佐
藤
京
一
氏
（
57
歳

・
荒
砥
乙
）
が
、
会
社
員
の
奥
山

白
鷹
町
長
選
挙
及
び
白
鷹
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

新
町
長
に
佐
藤
誠
七
氏

　白 鷹 町 長 選 挙 開 票 結 果

当選　佐 藤 誠 七（無所属・新人）　6,281票
　　　橋 本 光 記（無所属・現職）　5,019票

　白鷹町議会議員補欠選挙開票結果

当選　佐 藤 京 一（無所属・新人）　5,614票
　　　奥 山 勝 吉（無所属・新人）　4,548票

当日有権者数　男 6,407人　女 6,788人　計 13,195人
投票者総数　男 5,499人　女 5,891人　計 11,390人
有効投票数　11,300票
無効投票数　　　90票
投 票 率　男 85.83％　女 86.79％　計 86.32％
※これらの数字は、白鷹町長選挙のものです。

町
議
会
議
員
に
佐
藤
京
一
氏

勝
吉
氏
（
51
歳
・
鮎
貝
）
を
破
っ

て
当
選
し
ま
し
た
。

　

翌
20
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
当
選
し
た
２
人
に

対
し
て
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま

し
た
。　

�

10
月
27
日
�
佐
藤
新
町
長
�
支
援
者
�
�
�

拍
手
�
花
束
�
贈
�
�
�
初
登
庁
�
�
�

　

町
長
選
挙
の
投
票
率
は
86
・
32

％
で
、
前
回
よ
り
５
・
55
ポ
イ
ン

ト
下
回
り
ま
し
た
。
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の
進
展
、
将
来
へ
の
持
続
性
を
踏

ま
え
た
農
・
工
・
商
な
ど
の
地
域

経
済
の
活
性
化
を
は
じ
め
と
し
、

県
立
荒
砥
高
等
学
校
の
再
編
問
題
、

鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
展
開
、

そ
し
て
、
町
行
財
政
運
営
の
根
幹

に
影
響
す
る
過
疎
法
の
動
向
な
ど

喫
緊
の
課
題
が
山
積
す
る
一
方
、

町
財
政
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
と

認
識
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
わ
た
し
た
ち

は
全
叡え
い

智ち

を
結
集
し
て
果
敢
に
課

題
に
取
り
組
み
、
閉
塞そ
く

感
か
ら
の

打
開
を
気
概
を
持
っ
て
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
町
内
各
地
域

を
ま
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
女
性
の
方
々
や
壮

高
年
の
方
々
、
そ
し
て
、

若
い
人
た
ち
の
力
強
い

ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
欲

を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
何
よ
り
も
若

い
人
た
ち
が
積
極
的
に

ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す

　

こ
の
た
び
の
町
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
に
よ
り
、
町
政
の
重
責
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
皆
様
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
信

頼
と
期
待
に
応
え
る
た
め
、
新
た

な
決
意
と
情
熱
を
も
っ
て
、
町
民

と
創
り
あ
げ
る
「
共
創
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
理
念
と
い
た
し
ま
し
て
、

全
力
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
町
の
現
状
は
、
少
子
高
齢
化

る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来

に
向
け
て
、
町
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る

大
き
な
力
と
考
え
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
町
民
の
皆

様
の
目
線
を
大
切
に
し
、
現
場
主

義
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
産
業
・

地
域
・
自
然
・
都
市
と
の
共
創
を

町
民
と
行
政
の
共
創
へ
と
高
め
る

べ
く
「
打
て
ば
響
く
町
政
」
を
目

指
し
て
、
町
民
生
活
と
密
着
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
展
開
い

た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

「
な
せ
ば
成
る　

為
さ
ね
ば
成

ら
ぬ
何
事
も　

成
ら
ぬ
は
人
の

為
さ
ぬ
な
り
け
り
」

　

厳
し
い
藩
の
財
政
を
自
ら
質
素

倹
約
し
、
産
業
振
興
を
行
い
、
藩

財
政
を
再
建
し
た
、
敬
愛
す
る
上

杉
鷹
山
公
の
言
葉
で
あ
り
ま
す
。

　

時
代
に
対
応
す
る
新
し
い
発
想

と
行
動
力
を
大
切
に
し
、
町
民
の

皆
様
と
情
報
を
共
有
し
、
未
来
を

拓
く
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
を
申
し
上
げ
、
さ
ら
な
る
町
民

の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
し
、
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

ど
に
元
気
の
輪
が
広
が
り
、
そ
れ

が
若
い
人
た
ち
の
子
育
て
や
生
活

に
安
心
を
も
た
ら
し
、
い
き
い
き

と
し
た
町
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
生
涯
環
境
の
充
実
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

「
議
会
の
仕
事
と
は
」
の
原
点

を
踏
ま
え
、
実
践
し
な
が
ら
、
町

民
の
幸
せ
を
第
一
に
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
一
緒
に
行

動
し
、
人
間
と
し
て
議
員
と
し
て
、

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
し
っ
か
り

と
や
り
と
げ
る
こ
と
、
そ
し
て

「
み
え
る
、
き
け
る
、
わ
か
る
町

政
へ
」、未
来
が
見
え
る
白
鷹
町
へ

と
、
町
の
可
能
性
を
信
じ
て
努
力

し
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
支
援
ご
指
導
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の

責
任
を
重
く
受
け
止
め
、
私
な
り

の
信
念
と
情
熱
を
持
っ
て
働
い
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
「
先
輩
が
元
気
で
こ
そ
後

輩
に
希
望
が
あ
る
」
を
信
条
と
し

て
お
り
ま
す
。
お
年
寄
り
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
日
常
生
活
が
で
き

て
こ
そ
、
遊
び
や
運
動
、
趣
味
な

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

「
打
て
ば
響
く
町
政
」を
目
指
し
て

白
鷹
町
長�

佐�

藤�

誠�

七

白鷹町長選挙投票状況
投
票
区

地域名
当日

有権者数
投票者数 投票率

(%)男 女 計
1 東高玉 539 225 236 461 85.53
2 西高玉 413 163 181 344 83.29
3 西横田尻 549 224 250 474 86.34
4 東横田尻 476 200 210 410 86.13
5 山　口 768 315 304 619 80.60
6 鮎　貝 902 369 426 795 88.14
7 鮎　貝 1,209 502 528 1,030 85.19
8 高　岡 283 123 126 249 87.99
9 深　山 254 108 118 226 88.98
10 黒　鴨 69 37 27 64 92.75
11 荒砥市街部 2,032 770 909 1,679 82.63
12 貝生・海生 536 226 236 462 86.19
13 菖　蒲 200 86 90 176 88.00
14 下山・佐野原・大瀬 320 131 147 278 86.88
15 十　王 1,033 451 469 920 89.06
16 滝　野 324 149 143 292 90.12
17 萩　野 465 223 208 431 92.69
18 中　山 369 160 164 324 87.80
19 針　生 44 23 20 43 97.73
20 浅　立 659 271 302 573 86.95
21 広　野 400 177 182 359 89.75
22 小山沢 541 226 248 474 87.62
23 町　下 623 256 277 533 85.55
24 杉　沢 187 84 90 174 93.05

合　計 13,195 5,499 5,891 11,390 86.32
※これらの数字は、 白鷹町長選挙のものです。

町
議
会
議
員
と
し
て
の
抱
負佐藤京一
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山
形
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

鮎
貝
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
の

県
道
が
開
通
し
ま
す

　

こ
の
た
び
、
鮎
貝
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
で
整
備
を
進
め

て
い
た
一
般
県
道
「
黒
鴨
鮎
貝
線
」
の
通
行
を
開
始
し
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
開
通
す
る
県
道
か
ら
交
差
点
に
入
る
と

き
は
一
時
停
止
と
な
り
ま
す
。
ご
通
行
の
際
は
、
十
分
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
通
行
開
始
日　

11
月
25
日（
火
）午
後
〜（
※
時
間
は
未
定
）

◆
通
行
個
所
図

■
問
い
合
わ
せ

　

置
賜
総
合
支
庁
西
置
賜
道
路
計
画
課
（
☎
88

－

８
２
３
１
）

文化交流センター
（建設中）

黒鴨鮎貝線
通行開始

距離＝235m

至荒砥

ﾆﾁﾛｻﾝﾊﾟｯｸ

至
長
井
市

至高岡

四季の郷駅

交差点

橋
本
光
記
町
長
が
退
任

　

10
月
25
日
、
橋
本
光
記
町
長
、

長
岡
源
弥
副
町
長
及
び
竹
田
寛
治

教
育
長
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

橋
本
町
長
は
、
白
鷹
町
の
助
役

時
代
か
ら
11
年
余
り
に
わ
た
り
、

町
政
の
か
じ
取
り
役
と
し
て
邁ま
い

進

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊

後
の
時
代
に
、
全
国
の
自
治
体
で

厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
財
政
の
再

建
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。
そ
の

な
か
で
、
将
来
像
を
「
人
・
自
然

と
も
に
き
ら
め
き
、
心
豊
か
な
美

し
い
郷
」
と
掲
げ
て
、
第
４
次
白

鷹
町
総
合
計
画
を
策
定
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
展
開
。
産
業
や
文

化
の
振
興
、
福
祉
、
教
育
な
ど
を

は
じ
め
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り

長
岡
源
弥
副
町
長
、竹
田
寛
治
教
育
長
が
退
任

や
主
役
と
な
る
人
づ
く
り
に
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。「
人
こ
そ
町
の
宝
。

町
民
の
皆
さ
ん
が
い
き
い
き
と
し

て
い
る
こ
と
。
そ
れ
が
町
の
元
気

に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
橋
本
町

長
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

24
日
午
後
に
は
、
橋
本
町
長
、

長
岡
副
町
長
、
竹
田
教
育
長
の
退

任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
橋
本
町

長
は
「
こ
れ
か
ら
の
第
５
次
総
合

計
画
の
策
定
、
推
進
に
向
け
て
英

知
を
結
集
し
、
白
鷹
町
発
展
の
た

め
に
、
新
町
長
と
と
も
に
全
力
で

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
長
岡
副
町
長
、
竹
田
教
育

長
も
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
と
、
職
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
夕
方
５
時
過
ぎ
、
雨

の
な
か
集
ま
っ
た
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ん
、
職
員
ら
に
見
送
ら
れ
、

役
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
本
当
に
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

町
発
展
の
た
め
に
尽
力
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国
民
健
康
保
険
税
等
が
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）と
な
っ
て
い
る
か
た
へ

■
納
付
方
法
を
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
が
特
別
徴
収
（
年

金
天
引
き
）
と
な
っ
て
い
る
か
た

で
、
一
定
の
条
件
（
※
）
を
満
た

し
て
い
る
場
合
は
、
納
付
方
法
を

普
通
徴
収
（
口
座
振
替
）
へ
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

変
更
の
申
し
出
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
が
、
特
別
徴
収
を
中

止
す
る
に
は
３
カ
月
程
度
の
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
例
え
ば
、
11
月

27
日
ま
で
に
申
し
出
い
た
だ
く
と
、

平
成
21
年
２
月
の
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
が
中
止
さ
れ
、
国
民
健
康

保
険
税
等
は
口
座
振
替
に
な
り
ま

す
。

■
口
座
振
替
に
し
た
場
合
の

社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
納
付
方
法
を
普

通
徴
収
（
口
座
振
替
）
へ
変
更
し

た
場
合
、
そ
の
振
替
口
座
名
義
人

の
か
た
が
、
所
得
税
及
び
町
県
民

税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

＊
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
場

　
　

は
、
年
金
受
給
者
本
人
の
社

　
　

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

　
　

り
ま
す
。

　

振
替
口
座
名
義
人
の
か
た
の
社

会
保
険
料
控
除
の
額
が
増
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
世
帯
全
体
で
見
た

場
合
の
所
得
税
や
町
県
民
税
の
額

が
少
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
税
務
課

【
国
民
健
康
保
険
税
・
町
県
民
税
】

　

町
税
係
（
☎
85

－

６
１
３
２
）

【
後
期
高
齢
者
医
療
】

　

国
保
医
療
係

　
　
　
　

（
☎
85

－

６
１
３
０
）

※一定の条件とは･･･
■国民健康保険税の場合
（①と②の両方を満たすかた）

①これまで、国民健康保険税を

　滞納することなく納付してい

　るかた

②これからの国民健康保険税を口座振替で納

　付いただけるかた

■後期高齢者医療保険料の場合
（①か②のどちらかに当てはまるかた）

①後期高齢者医療制度加入前に国民健康保険

　に加入しており、国民健康保険税の滞納が

　なかったかたが本人の口座から口座振替に

　より納付する場合

②年金収入が180万円未満で、連帯納付義務

　者（世帯主または配偶者）がいるかたで、

　連帯納付義務者の口座から口座振替により

　納付する場合

納
付
方
法
�
変
更
�
社
会
保
険
料
控
除
�
�
知
�
�

�
�
�
�
�
商
品
券
発
売
!!

　

白
鷹
町
商
工
会
で
は
、
町
内
で
使
え
る
期
間
限
定

の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
売
し
ま
す
。
原
油

・
原
材
料
高
に
よ
る
消
費
低
迷
が
続
く
な
か
、
緊
急

的
に
町
内
消
費
の
拡
大
を
進
め
る
た
め
の
企
画
で
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
数�

�
�
�
�
�
�
�

�
購
入
数�

一
人
当
�
�
10
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

求
�
�
�
�
�
�
�

�
販
売
日�

11
月
30
日
�
日
�
�

�
販
売
場
所
�
��

詳
�
�
�
後

�

日
�
新
聞
折
込
�
�
�
�
�
�

�

�
知
�
�
�
�
�
�

�
利
用
期
間�

12
月
�
日
�
月
�

�

�
平
成
21
年
�
月
31
日
�
土
�

�

�
�
�
期
間
�
過
�
�
�
利
用

�

�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
商
品
券
�
�
�
買
�
物
�
�
表

�

示
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

店
�
�
�
�
�

【
生
活
応
援
セ
ー
ル
の
ご
案
内
】

�

�
�
�
白
鷹
町
商
工
会
商
業
�

�
�
�
部
会
�
�
�
�
�
�
�
�

商
品
券
発
売
�
�
�
�
生
活
応
援

�
�
�
�
開
催
�
�
�
�
後
日
�

新
聞
折
込
�
�
�
�
�
�
覧
�
�

�
�
�

�
問
�
合
�
��

白
鷹
町
商
工
会

�
☎
85

�

�
�
�
�
�

1,000円の商品券が、
11枚（１セット）で10,000

円！

　1,000円お得な商品券で
す。

利用期間
2008/12/1（月）～2009/1/31（土）

10
％
も

お
得
！

見　本

●
国
民
健
康
保
険
税
等
と
は
、
国
民
健
康
保
険
税
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
こ
と
で
す
。
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国
民
年
金

年
金
�
世
代
�
世
代
�
支
�
合
�

�

厚
生
労
働
省
�
平
成
19
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
�

�
概
要
�
�
�
�
高
齢
者
世
帯
�
約
�
割
�
�
公

的
年
金
�
恩
給
�
�
�
生
活
�
�
�
�
�
�
国
民

年
金
�
�
�
�
公
的
年
金
制
度
�
�
生
活
�
主
要

�
柱
�
�
�
欠
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

今
回
�
年
金
�
受
給
資
格
�
紹
介
�
�
�
�

�

受
給
資
格
�
該
当
�
�
�
�
�
�
�
請
求
�
�

�
�
�
�
�
�
�
手
続
�
�
�
�
�
�

65歳になったら

老齢基礎年金
国民年金保険料を納めた期間（保険料免除期間や厚生

年金期間を含み）が原則として25年以上あるかたが65

歳になってから受けられるのが老齢基礎年金です。

老齢基礎年金を
受け取るためには、
厚生年金と国民年金の
納付期間の合計（※）が、
原則25年（300月）以上
あることが必要です。

老齢基礎年金の受給
　老齢基礎年金が受けられるのは、原則として65歳に達した日（誕生
日の前日）の翌月からです。ただし、本人が希望すれば60歳からでも
受け取ることができます。

　繰上げ受給
　65歳前に請求して老齢基礎年金を受け取ることもできます。受けよ
うとする年齢によって一定の割合で受け取る年金額が減額されます。
ただしその場合、万が一障がいを持たれた場合でも障害年金の資格は
なくなります。お気をつけください。

　繰下げ受給
　66歳から70歳までの間に
請求して老齢基礎年金を受
け取ることもできます。受
けようとする年齢によって
一定の割合で受け取る年金
額が増額されます。
　なお、一旦繰り上げ・繰
り下げ請求をすると一生同
じ割合で減額または、増額
された率の年金を受け取る
ることになります。

昭和 16 年 4 月 2 日以後に生まれたかたの受給率（月単位で変わります）　〔数字は％〕
月

年齢 0 カ月 1 カ月 2 カ月 3 カ月 4 カ月 5 カ月 6 カ月 7 カ月 8 カ月 9 カ月 10 カ月 11 カ月

繰
上
�
受
給

６０歳 70 70.5 71 71.5 72 72.5 73 73.5 74 74.5 75 75.5

６１歳 76 76.5 77 77.5 78 78.5 79 79.5 80 80.5 81 81.5

６２歳 82 82.5 83 83.5 84 84.5 85 85.5 86 86.5 87 87.5

６３歳 88 88.5 89 89.5 90 90.5 91 91.5 92 92.5 93 93.5

６４歳 94 94.5 95 95.5 96 96.5 97 97.5 98 98.5 99 99.5

６５歳 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

繰
下
�
受
給

６６歳 108.4 109.1 109.8 110.5 111.2 111.9 112.6 113.3 114 114.7 115.4 116.1

６７歳 116.8 117.5 118.2 118.9 119.6 120.3 121 121.7 122.4 123.1 123.8 124.5

６８歳 125.2 125.9 126.6 127.3 128 128.7 129.4 130.1 130.8 131.5 132.2 132.9

６９歳 133.6 134.3 135 135.7 136.4 137.1 137.8 138.5 139.2 139.9 140.6 141.3

７０歳 142 142 142 142 142 142 142 142 142 142 142 142

�
ね
ん
き
ん
特
別
便
�

　

届
い
て
い
れ
ば
�

　

回
答
書
を
返
送
し
て
く
だ
さ
い
�

　

ね
ん
き
ん
特
別
便
が
発
送
さ
れ
始
め
て
、
１
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
い
て
い
ま
す
か
。

　

も
し
届
い
て
い
れ
ば
、
回
答
書
を
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

年
金
記
録
の
正
し
い
把
握
の
た
め
、
回
答
書
を
も
と
に

再
度
確
認
作
業
が
な
さ
れ
ま
す
。
間
違
い
が
な
く
て
も

必
ず
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
前
�･･･

※保険料を納めた期間、免除
期間、若年者納付猶予期間、
学生納付特例期間、３号期間
などの合計のことです。



　　 広報しらたか　2008.11.12●7

病気やけがで障害が残ったら

障害基礎年金
国民年金加入中や20歳前に初診日（初めて医師の診断

を受けた日）がある病気やけがによって、障害等級の

１級・２級のいずれかに該当する場合に支給されます。

（障害者手帳の等級とは基準が違います。）

保険料納付要件の原則
　初診日の月の前々月までの被保険者期間のう
ち、保険料納付済期間と保険料免除（全額・一部
納付）期間、若年者納付猶予期間、学生納付特
例期間を合わせた期間が３分の２以上あること。

保険料納付要件の特例
　初診日が平成28年３月31日以前の場合は、初
診日の月の前々月までの直近の一年間に保険料
の未納がないこと。
　一部納付（４分の１納付・半額・４分の３納
付）の承認を受けた場合は、一部納付保険料を
納めないと未納扱いになります。

年金額（平成20年度額）

・ １級障害　９９０,１００円 （月額８２,５０８円）

・ ２級障害　７９２,１００円 （月額６６,００８円）

障害基礎年金の受給権を得た当時、受給者によって生計を

維持されている子 （18歳までの子および20歳未満で１級・２

級の障害の状態にある子） がいる場合には次の額が加算

されます。

子の数 加算の額
加算後の年金額

１級障害 ２級障害

１人 ２２７,９００円 １,２１８,０００円 １,０２０,０００円

２人 ４５５,８００円 １,４４５,９００円 １,２４７,９００円

３人 ５３１,７００円 １,５２１,８００円 １,３２３,８００円
２人目までは各227,900円、３人目以降は１人につき75,900

円が加算されます。

残された遺族を支える

遺族基礎年金
国民年金加入中または老齢基礎年金を受けられる期間
のあるかたが亡くなったとき、そのかたによって生計
を維持されていた「子のある妻」または「子」に支給
されます。支給されるのは、子が18歳になったあとの
最初の３月分までです。

保険料納付要件の原則
　死亡日の月の前々月までの被保険者期間のう
ち、保険料納付済期間と保険料免除（全額・一部
納付）期間、若年者納付猶予期間、学生納付特
例期間を合わせた期間が３分の２以上あること。

保険料納付用件の特例
　死亡日が平成28年３月31日以前の場合は、死
亡日の月の前々月までの直近の一年間に保険料
の未納がないこと。
　一部納付（４分の１納付・半額・４分の３納
付）の承認を受けた場合は、一部納付保険料を
納めないと未納扱いになります。

年金額（平成20年度額）

子の数 子のある妻に
支給される年金額

子のみに
支給される年金額

１人 １, ０２０, ０００円    ７９２, １００円

２人 １, ２４７, ９００円 １, ０２０, ０００円

３人 １, ３２３, ８００円 １, ０９５, ９００円

４人以上
３人のときの額に

１人につき
７５, ９００円を加算

３人のときの額に
１人につき

７５, ９００円を加算

国民年金のお問い合わせは

町民税務課戸籍年金係
（☎85－6129）まで

「移動年金相談日」のごあんない

　〈相談日〉　 　

　　●受付時間　午前９時30分～ 11時30分
　　　　　　　　午後１時～１時30分
　　●開始時刻　午前10時～、午後１時～
　　●会　　場　中央公民館第１・２研修室
　　●内　　容　年金のことならなんでも
　　■主　　催　米沢社会保険事務所
　　　　　　　　　（☎0238－22－4220）

平成20年 11月 26日（水）
12月 24日（水）

平成21年 １月 28日（水）
２月 25日（水）
３月 25日（水）
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　10月25日、パワーセンターで、山遊亭金
太郎さん（小国町出身）を迎え「落語にみる
豊かなコミュニケーションづくり」と題し
講演が行われました。金太郎さんは「地域
活性化には笑いの力が大きい。それには子
どもの明るさが必要。昔のように地域を挙
げて子どもたちを育てていきましょう」と
落語を交え、来場者に語りかけました。前
段、安部貴洸くん（荒砥小５年）のこども
寄席が行われ、笑いと拍手を誘いました。

町
社
会
教
育
振
興
大
会
記
念
講
演�
白
鷹
学
講
座
�
�
�
�
�

落
語
家
�
山
遊
亭
金
太
郎
講
演
会

第
50
回
西
置
賜
地
区
駅
伝
競
走

大
会
（
11
月
２
日
開
催
）

白
鷹
町
が
３
大
会
ぶ
り
の
優
勝

　

町
駅
伝
大
会
で
選
ば
れ
た
選
手

に
よ
る
白
鷹
町
チ
ー
ム
が
、
安
定

し
た
レ
ー
ス
を
展
開
し
ま
し
た
。

●
総
合
順
位

１
位　

白
鷹
町
Ａ　２

時
間
41
分
59
秒

２
位　

長
井
市　
　２
時
間
45
分
01
秒

３
位　

飯
豊
町　
　２
時
間
54
分
01
秒

オ
ー
プ
ン　

白
鷹
町
Ｂ　

２
時
間
57
分
10
秒

４
位　

小
国
町　
　３
時
間
12
分
28
秒

※
全
10
区
間
、
47
・
８
㎞
の
合
計

タ
イ
ム
で
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

　10月19日、フラワー長井線まつりが開か
れました。日ごろの利用への感謝とし、主
な駅で多彩なイベントを開催。荒砥駅では、
あらと・ひがしね保育園園児による踊り、
荒砥高校の吹奏楽演奏などが披露され、訪
れた人たちを楽しませました。点検に使わ
れる軌道自転車の試乗では、子どもたちが
線路上から手を振る姿が見られました。長
井線に関心を持ってもらうこの企画。一年
にさらにもう１回、長井線に乗りませんか。

地
域
�
皆
�
�
�
�
�
�
20
年

�
�
�
�
長
井
線
�
�
�

　10月16日、蚕桑地区公民館と蚕桑地域保
全協議会の共催で、わんぱくウォッチング
が行われました。これは「自然に触れる・
楽しむ」をテーマに、地域のかたを講師に
迎えて野外活動を行うもので、今回は蚕桑
小４、５年生が参加しました。参加者は、
瑞龍院や龍門ヶ滝を見学し、その後近所の
用水路に生息するさまざまな昆虫や魚など
を観察。地域にある文化や自然に触れ、そ
の大切さを学んだ児童たちでした。

蚕
桑
小
児
童
�
体
験

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　10月25日、グリーンセンター周辺で農業
祭が開かれました。白鷹産米沢牛をはじめ、
自然の恵みたっぷりの安全・安心な農産物
が販売されました。振る舞いコーナーでは、
牛もつ鍋、牛乳、りんご、新米のおにぎり
が提供され、子どもたちが笑顔でほおばる
姿が印象的でした。シルバー人材センター
の協力で、今回は雪囲い講習・実演会も行
われ、職人技に感嘆の声を上げるお客さん
もいました。深まる秋を感じた一日でした。

�
�
�
�
地
産
地
消
�
日
�
写
真
�
恒
例
�
俵
上
�
�
様
子
�

白
鷹
町
農
業
祭

�

白
鷹
町
�
�
�
�
�
�
�
�
�

伊
藤
利
史
選
手
�
堂
�
�
�
�
�
�
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鷹
山
小
学
校
が
交
通
安
全
優

良
学
校
と
し
て
表
彰

　

こ
れ
は
交
通
事
故
防
止
や
交
通

道
徳
を
高
め
る
活
動
を
し
て
い
る

個
人
・
団
体
な
ど
を
表
彰
す
る
も

の
で
す
。
鷹
山
小
学
校
は
、
山
形

県
警
察
本
部
長
・
山
形
県
交
通
安

全
協
会
長
連
名
表
彰
の
交
通
安
全

優
良
学
校
の
部
と
し
て
表
彰
。
10

月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
47
回

山
形
県
交
通
安
全
県
民
大
会
」
で
、

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

鷹
山
小
学
校
は
、
通
学
す
る
校

区
が
広
く
、
地
域
に
よ
っ
て
地
形

も
違
い
、
通
学
形
態
も
大
き
く
違

い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
児
童
の

交
通
安
全
を
守
る
に
は
、
見
守
り

隊
や
駐
在
所
、
保
護
者
な
ど
の
協

力
が
と
て
も
大
き
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
影
山
長
助
校
長
は
「
地
域

と
学
校
が
協
力
し
、
児
童
の
交
通

安
全
に
努
め
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
海
老
名
涼
く
ん

（
６
年
）
は
交
通
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
は
「
み
ん
な
が
毎
日
、
車
に

注
意
し
て
通
学
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　この賞は、社会教育分野で顕著な活動実
績を挙げ、地域の発展に寄与した社会教育
関係団体・職員などを表彰するものです。
ハーモニーコンサート実行委員会（御代田
修代表）は、平成９年から毎年クラッシッ
クコンサートを通して地域に根ざした芸術
文化活動事業に積極的に取り組み、特色あ
る地域振興に努めてきました。その功績に
より、このたびの受賞となりました。

置
賜
社
会
教
育
振
興
会
表
彰
�
受
賞

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
実
行
委
員
会

第
42
回
置
賜
地
区
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル

主
催　

置
賜
地
区
統
計
調
査
員
連
合
会

●
入
選
「
地
球
温
暖
化
の
こ
と
考

え
て
る
??
」

　

梅
津　

愛
花
（
東
根
小
６
年
）

　

梅
津　
　

瞳
（
東
根
小
６
年
）

　

小
形　

美
咲
（
東
根
小
６
年
）

　

紺
野　
　

遥
（
東
根
小
６
年
）

●
入
選
「
中
学
生
の
食
生
活
in
山

形
〜
西
中
生
の
食
へ
の
関
心
に
つ

い
て
も
う
一
度
ふ
り
返
っ
て
み
る

と
!?
〜
」

　

佐
藤　

惠
美
（
西
中
３
年
）

　

齋
藤　

吉
治
（
西
中
１
年
）

　

神
林　
　

匠
（
西
中
１
年
）

●
佳
作
「
長
井
地
域
の
気
温
の
変

化
」

　

梅
津　

智
佳
（
東
根
小
６
年
）

●
佳
作
「
中
学
３
年
生
の
エ
コ
知

識
〜
エ
コ
は
大
切
！
今
か
ら
地
球

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
っ
て
？
〜
」

　

岡
野　

真
美
（
西
中
３
年
）

　

奥
山　

早
苗
（
西
中
３
年
）

　

江
口　

真
紀
（
西
中
２
年
）

　

片
山　

祥
平
（
西
中
２
年
）

　

金
田　

彩
香
（
西
中
１
年
）

平
成
20
年
度
厚
生
労
働
統
計

功
労
者
功
績
表
彰

●
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

花
菱
縫
製
株
式
会
社
白
鷹
工
場

平
成
20
年
度

山
形
県
統
計
協
会
長
感
謝
状

　

統
計
調
査
員
と
し
て
、
各
種
統

計
調
査
に
永
年
従
事
さ
れ
、
今
回

退
職
さ
れ
た
か
た
が
た
で
す
。

　

平
田　
　

勉
さ
ん
（
山
口
）

　

鈴
木　
　

護
さ
ん
（
横
田
尻
）

　

小
林　

幸
一
さ
ん
（
荒
砥
乙
）

　

菅
原　
　

男
さ
ん
（
荒
砥
乙
）

　

菊
地　
　

弘
さ
ん
（
浅
立
）

　

菅
原　

有
一
さ
ん
（
畔
藤
）

   

町
へ
の
ご
寄
付

   

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
山
形
県
南
部
地
区
郵
便
局
長
会
様

　

11
月
４
日
、
山
形
県
南
部
地
区

郵
便
局
長
会
（
会
長　

佐
原
輝
一

萩
生
郵
便
局
長
）
様
よ
り
、
防
災

非
常
持
ち
出
し
セ
ッ
ト
（
６
セ
ッ

ト
）
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
の
万
が
一
の
災
害
時
に
備
え
、

備
蓄
品
と
し
て
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

祝・最上川橋りょう（荒砥鉄橋）
土木遺産認定

【同時開催】
○白鷹町名木10選展
○鉄道コレクション展
　11月から２月末まで

荒
砥
駅
前
交
流
施
設
資
料
館

模
様
替
�
�
�
�
�
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地
域
の
交
流
の
場
と
し
て

羽
黒
農
村
パ
�
ク
ゴ
ル
フ
場
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

　

蚕
桑
地
区
の
山
口
地
内（
姫
城
）

に
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
「
羽
黒
農

村
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
の
憩
い
・
交
流
の
場

を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
元

企
業
（
２
社
）
の
出
資
な
ど
に
よ

り
整
備
が
開
始
さ
れ
、
今
年
の
５

月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
内
外
の
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
愛
好
者
を
は
じ
め
、
地
区

の
親
睦
会
や
親
子
行
事
な
ど
多
方

面
の
か
た
が
た
か
ら
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
活
動
し
て
い

る
ま
ち
づ
く
り
団
体
「
山
口
の
里

づ
く
り
委
員
会
」
の
交
流
活
性
事

業
で
は
、
７
月
に
第
１
回
、
10
月

に
は
山
口
地
区
民
全
員
を
対
象
と

し
た
第
２
回
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
会
終
了
後
に
は
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
内
の
休
憩
所
で
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
・
い
も
煮
会
が
盛
大

に
行
わ
れ
、
地
区
民
の
交
流
の
場

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
場
は
西
山
の
麓
に
あ
り
、

天
気
が
良
い
日
は
長
井
市
ま
で
一

望
で
き
、
き
れ
い
な
空
気
と
す
ば

ら
し
い
景
色
を
見
な
が
ら
プ
レ
ー

が
楽
し
め
ま
す
。
皆
さ
ん
も
「
羽

黒
農
村
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

�
羽
黒
農
村
�
�
�
�
�
�
場
概
要
�

�
料
金
�
�
日
使
�
放
題
�

�
�
�
�
場
利
用
料

�
一
人�

�
�
�
円

�
団
体
�
10
人
以
上
�
�
場
合

�

一
人�

�
�
�
円

�
用
具
貸
�
出
�
料�

�
�
�
円

�
用
具
�
持
�
�
�
�
�
�
�
�

�

無
料
�
�

�
�
�
�
�
全
18
�
�
�
�

�

天
狗
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

白
蛇
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
問
�
合
�
��

羽
黒
緑
地
�
�

�
�
�
☎
85

�

�
�
�
�
��
代
表

�
山
口
�
☎
�
�
�

－

�
�
�
�

－

�
�
�
�
�

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
Jr
（
ジ
ュ
ニ
ア
）
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

　

東
北
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
３
位
入
賞

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
Jr
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
は
、
第
７
回
東
北
小
学
生
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
９
月
13
日
〜

14
日
・
青
森
県
）
に
山
形
県
代
表

で
出
場
し
ま
し
た
。

　

「
蚕
桑
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
」
と
し
て
長
年
活
動
し

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
度
に

全
町
内
か
ら
団
員
を
募
集
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
町
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」
の
ジ

ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
と
い
う
心
構
え
で
、

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
Jr
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
」
に
改
名
し
ま
し
た
。
以
来
、

東
北
大
会
に
も
出
場
で
き
る
チ
ー

ム
に
成
長
し
、
今
回
で
３
回
目
。

今
年
は
、
昨
年
戦
っ
て
敗
れ
た
岩

手
県
か
ら
勝
ち
、
３
位
と
い
う
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　

酒
井
宏
幸
監
督
は
「
近
年
、
ピ

ッ
チ
ャ
ー
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た

ほ
か
、
ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
ル
に
負
け

な
い
力
や
気
持
ち
が
付
い
て
き
て

い
ま
す
。
鋭
い
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と

粘
り
強
い
元
気
な
プ
レ
ー
を
目
指

し
、
よ
り
充
実
し
た
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
皆

さ
ま
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。」と
話
し
て
い
ま
す
。

第３回白鷹町勤労者パーク
ゴルフ大会の結果

10 ／５・白鷹パークゴルフ場
　町内６事業所、21人の皆さん
が参加。パークゴルフ競技を通
して親睦を深めました。
１位　木村秋子
　　　（㈱ニクニ山形工場）
２位　飯沢吉男
　　　（今間メリヤス㈱）
３位　今間邦雄
　　　（今間メリヤス㈱）

白
鷹
町
誕
生
54
周
年
記
念

地
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

10
月
12
日
開
催

鷹
山
チ
ー
ム
が

８
年
ぶ
り
の
優
勝

１
位　

鷹　

山　

２
時
間
33
分
54
秒

２
位　

荒　

砥　

２
時
間
34
分
56
秒

３
位　

東　

根　

２
時
間
35
分
09
秒

４
位　

鮎　

貝　

２
時
間
35
分
36
秒

５
位　

蚕
桑
Ａ　

２
時
間
37
分
01
秒

６
位　

十　

王　

２
時
間
38
分
04
秒

７
位　

蚕
桑
Ｂ　

２
時
間
51
分
18
秒

☆
区
間
新
記
録

第
５
区　

髙
橋
あ
か
ね
（
東
根
）

５
分
48
秒

第
６
区　

紺
野　

圭
汰
（
鷹
山
）

13
分
01
秒
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

白鷹町健康増進計画◎心もいきいき働き盛りの健康づくり～元気に子育てができる暮らし

子育てについて配偶者に相談している（３カ月健診子育てアンケートより）

　　計画策定時　　  　　　 現状（平成19年度）　　　目標（平成22年度）

68.2% 95.0%
※計画策定時は平成14年度実績を基に算出しました。
お父さんとお母さんが子育てについて話し合いながら、責任を持って子育
てをする。

評
価
と
今
後
の
取
り
組
み

　

安
心
し
て
子
育
て
す
る
た
め
に
は
、
両
親
が
子
育
て

に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
話
し
合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

出
生
直
後
は
母
親
中
心
に
育
児
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
出
産
後
の
母
親
は
心
身
と
も
に
疲
労

が
多
く
、
一
番
身
近
な
配
偶
者
に
子
育
て
に
つ
い
て
話

が
で
き
る
こ
と
は
ス
ト
レ
ス
解
消
の
特
効
薬
と
な
り
ま

す
。
平
成
19
年
度
子
育
て
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
95
％
の

か
た
が
配
偶
者
に
話
し
て
お
り
、
目
標
の
75
％
を
超
え

す
ば
ら
し
い
結
果
で
し
た
。
母
子
保
健
・
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
・
活
用
だ
け
で
な
く
、
健
や
か
に
生

み
育
て
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
提
唱
し
た
「
男
女
共
同

参
画
・
次
世
代
支
援
計
画
」
な
ど
が
社
会
へ
浸
透
し
つ

つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
母
子
保
健
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
と
関
係
機
関
の
連
携
強
化
に
努
め
ま
す
。

安心して子育てができる
子育て支援サービス

・赤ちゃん広場（毎週火曜日）～ハイハイぐらいまで
・遊び広場（毎週木曜日）～歩けるお子さんが中心
　健康福祉センターにおいて、親子・祖父母と孫が

子育て支援センターの保育士と楽しく遊びながら交

流しています。楽しい遊びを覚えることができます。

　子育ての悩みについて話すこともでき、親や祖父

母の情報交換の場ともなっています。

　「広場」のほかにも手当の支給やファミリーサポ

ート事業などのサービスもあります。詳しくは子育

て支援センターにお問い合わせください。

■問い合わせ　子育て支援センター（☎86－0212）

健康のひろば

75.0%

目
標
達
成
に
向
け
て
の
取
り
組
み

　

元
気
に
子
育
て
が
で
き
る
暮
ら
し
の
た
め
に
、
町
で

は
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
の
健
康
相
談
か
ら
、
妊
婦
健

康
診
査
助
成
、
両
親
学
級
、
乳
児
訪
問
、
乳
幼
児
健
診

な
ど
を
発
達
段
階
に
応
じ
て
実
施
し
ま
し
た
。
安
心
し

て
生
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
事
業
の
開
催

ご
と
に
保
健
師
、
栄
養
士
な
ど
の
専
門
職
が
参
加
し
た

父
母
と
し
っ
か
り
話
せ
る
相
談
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

疾
病
な
ど
の
早
期
発
見
早
期
治
療
の
た
め
に
、
健
診

後
の
精
密
検
査
を
専
門
医
療
機
関
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

経
過
観
察
の
必
要
な
か
た
に
は
、
保
健
師
な
ど
が
訪
問

や
相
談
で
支
援
し
ま
し
た
。
子
育
て
の
不
安
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
保
育
所
と
連
携
し
、
遊

び
広
場
な
ど
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を
勧
め

て
い
ま
す
。

中間評価

目標達成！

母子保健サービス

３カ月健診受診状況

年　 度 平成 14 平成 15 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19

該当児 ( 人 ) 115 105 106 97 98 102

受診児 ( 人 ) 112 105 106 94 97 102

受診率 (％ ) 97.4 100 100 96.9 99 100

子育てについて配偶者
に相談している割合

68.2 95.0

母子健康手帳の交付
妊婦健康診査受診票の交付
両親学級

誕生！
赤ちゃん訪問
離乳食教室

３カ月児健診
９カ月児健診

１歳６カ月児健診

２歳６カ月児歯科検診

３歳児健診
〈その他〉
 予防接種
 すこやか子どもなんでも相談
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催　し

今
年
�
�
�
�
�
�
列
車
�
�
運

行
�
�
�

　

列
車
内
で
も
ち
を
つ
い
て
振
る

舞
い
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

▼
運
行
日　

12
月
６
日
（
土
）

▼
運
行
時
間
（
各
駅
停
車
）

○
下
り　

赤
湯
駅
発
昼
12
時
16
分

　

〜
荒
砥
駅
着
１
時
20
分

○
上
り　

荒
砥
駅
発
午
後
１
時
25

　

分
〜
長
井
駅
着
１
時
45
分

▼
も
ち
を
つ
く
区
間

○
下
り　

赤
湯
駅
〜
長
井
駅
間
、

　

長
井
駅
〜
荒
砥
駅
間

○
上
り　

荒
砥
駅
〜
長
井
駅
間

※
も
ち
は
無
料
で
提
供
し
ま
す
が
、

乗
車
区
間
の
運
賃
は
各
自
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
停

車
場（
☎
84

－

７
５
５
６
）・
山
形
鉄

道
株
式
会
社（
☎
88

－

２
０
０
２
）

防
災
�
�
�
�
�
�
�
地
震
�
�

家
族
�
地
域
�
守
�
�
�
�
�

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
地

震
に
備
え
る
た
め
、
過
去
の
災
害

に
学
び
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く

り
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

11
月
26
日
（
水
）
午
後

１
時
〜
４
時（
開
場
昼
12
時
30
分
）

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
講
堂

▼
入
場
無
料　

先
着
１
０
０
人

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
講
演
「
地
震
か
ら　

い
の
ち
と

　

暮
ら
し
を　

守
る
た
め
に
」
／

　

片
田
敏
孝
さ
ん
（
群
馬
大
学
大

　

学
院
工
学
研
究
科
教
授
）

②
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の
緊
急

　

消
防
援
助
隊
の
活
動
報
告
／
米

　

沢
市
消
防
署
職
員

③
自
主
防
災
組
織
の
活
動
事
例
紹

　

介
／
置
賜
管
内
で
活
動
し
て
い

　

る
自
主
防
災
組
織
の
代
表

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
11
月
19
日
（
水
）
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総

合
支
庁
総
務
課
消
防
防
災
係
（
☎

０
２
３
８

－

26

－

６
０
０
７
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
２
３
８

－

24

－

１
４
０
２
）

第
12
回
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

山
形
交
響
楽
団

▼
い
つ　

12
月
６
日
（
土
）
午
後

６
時
開
演
（
５
時
30
分
開
場
）

▼
ど
こ
で　

鮎
貝
地
区
公
民
館

▼
指
揮
者　

大
井
剛
史
さ
ん

▼
曲
目

○
交
響
曲
第
５
番（
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
）

○
愛
の
挨あ
い
さ
つ拶

（
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ウ

　

ィ
リ
ア
ム
・
エ
ル
ガ
ー
）

○
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
牧
歌
（
ヴ
ィ

　

ル
ヘ
ル
ム
・
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヴ

　

ァ
ー
グ
ナ
ー
）
ほ
か

▼
チ
ケ
ッ
ト

○
大
人　

２
０
０
０
円

○
高
校
生
以
下　

１
０
０
０
円

＊
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

　

だ
さ
い
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

鮎
貝
地
区
公

民
館
、
ヤ
マ
シ
チ
商
店
、
町
立
図

書
館
、
各
実
行
委
員

■
チ
ケ
ッ
ト
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

事
務
局
（
☎
85

－

３
５
２
３
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
朝
日
町
宮
宿
�
介
護
職
員
募
集�

�
職
種�

契
約
職
員
�
契
約
期
間
�
採
用
日
�
�
�
年
間
�
�
募
集
人
員�

�
人
�
年
齢
�
性
別
不
問
�介
護
資
格
�
�
�

�
�
�
可
�
�
賃
金�

要
相
談�

�
選
考
方
法�

面
接�

�
応
募
方
法
�
�
問
�
合
�
�
�
�
�
�
�
�
問
�
合
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
☎
�
�
�
�

�

67

－

�
�
�
�
�

募　集

創
作
し
た
日
本
画
・
洋
画
（
２
０

０
点
）、彫
刻
（
20
点
）、工
芸
（
80

点
）、書
（
50
点
）、写
真
（
50
点
）

▼
出
品
作
品
と
点
数　

出
品
者
個

人
が
創
作
し
た
未
発
表
作
品
で
、

一
人
１
点
ま
で
。

▼
締
め
切
り　

12
月
31
日
（
水
）

▼
申
込
方
法　

出
品
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
付
。

※
詳
し
い
内
容
、
申
込
方
法
は
事

務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
美
術
展
日
程
】

▼
い
つ　

平
成
21
年
２
月
19
日（
木
）

　
　
　
　

〜
22
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▼
ど
こ
で　

山
形
美
術
館
２
階

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
／
県
健
康
福
祉
祭
美

術
展
事
務
局
（
☎
０
２
３

－

６
２

２

－

５
６
０
１
）おしらせ

町
職
員
�
人
事
異
動

　

11
月
１
日
付
け
（
農
業
委
員
会
は

４
日
付
け
）
で
人
事
異
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
組
織
の
見
直
し
と

し
て
、
教
育
委
員
会
は
「
教
育
次
長

制
」
に
移
行
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
11
月
１
日
付
け

〔　

〕
は
前
職

総
務
政
策
課

○
課
長　

横
澤　

浩〔
産
業
振
興
課
長
〕

産
業
振
興
課

○
課
長　

衣
袋
幸
治〔
教
育
振
興
主
幹

　

兼
学
校
給
食
共
同
調
理
場
所
長
〕

○
地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
長　

　

衣
袋
幸
治
（
兼
）

教
育
委
員
会

○
教
育
次
長　

新
野
吉
彦
〔
総
務
政

　

策
課
長
〕

○
次
長
補
佐　

湯
澤
政
利
〔
生
涯
学

　

習
推
進
副
主
幹
〕

○
学
校
給
食
共
同
調
理
場
所
長

　
　
　
　
　
　

新
野
吉
彦
（
兼
）

○
学
校
給
食
共
同
調
理
場
所
長
補
佐

　

梅
津
喜
一〔
食
育
担
当
副
主
幹
兼
学

　

校
給
食
共
同
調
理
場
所
長
補
佐
〕

選
挙
管
理
委
員
会

○
書
記
長　

横
澤　

浩
（
併
）

平
成
20
年
11
月
４
日
付
け

農
業
委
員
会

○
事
務
局
長　

衣
袋
幸
治
（
併
）

山
形
県
健
康
福
祉
祭
美
術
展
�

出
品
作
品
�
募
集
�
�
�

▼
募
集
内
容（
点
数
）　

高
齢
者
が

紬
�
�
�
屋
内
運
動
場

冬
期
利
用
�
申
請
�
�
�
�

▼
利
用
申
請
期
間

①
既
存
団
体　

11
月
４
日
（
火
）

　

〜
７
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

②
新
規
団
体
及
び
過
去
２
年
以
上
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※
労
使
が
と
も
に
協
力
し
合
い
、

長
時
間
労
働
を
抑
制
し
、「
働
き
す

ぎ
に
よ
る
健
康
障
害
」
や
「
賃
金

不
払
残
業
」
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

融
資
制
度
�
�
�
�
�
�

【
ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン
】

　

県
内
へ
の
就
職
促
進
の
た
め
の

教
育
ロ
ー
ン
で
す
。
卒
業
後
、
県

内
に
就
職
・
就
業
し
た
場
合
は
、

そ
れ
以
降
の
利
子
に
対
し
て
、
元

金
２
０
０
万
円
を
限
度
に
県
勤
労

者
育
成
教
育
基
金
協
会
か
ら
年
１

・
０
％
の
利
子
補
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象　

高
校
、
短
大
、
大
学
、

各
種
専
門
学
校
に
入
学
ま
た
は
在

学
す
る
人
の
保
護
者
（
ど
ち
ら
か

が
会
社
な
ど
に
お
勤
め
の
か
た
）

▼
融
資
限
度
額　

最
高
１
０
０
０

万
円
ま
で

▼
特
別
金
利
（
固
定
金
利
・
保
証

料
込
み
）

　

５
年
以
内　

２
・
70
％

　

７
年
以
内　

３
・
05
％

　

10
年
以
内　

３
・
35
％

※
随
時
受
付
を
行
い
ま
す
が
、
特

別
金
利
は
、
12
月
30
日
（
火
）
ま

で
に
実
行
す
る
も
の
が
対
象
で
す
。

▼
融
資
期
間　

10
年
以
内
（
在
学

中
は
元
金
据
置
き
が
で
き
ま
す
）

【
生
活
応
援
ロ
ー
ン
】

　

町
と
労
働
金
庫
が
協
力
し
て
低

●
無
料
税
務
相
談
会　

11
月
11
日
�
�
17
日
�
�
税
�
考
�
�
週
間
�
�
�
�
�
�
��

11
月
19
日
�
水
�
午
前
10
時
�
午
後
�
時�

�
相
談
先�

白
鷹
町
内
�
各
会
員
税
理

士
事
務
所�

�
問
�
合
�
��

東
北
税
理
士
会
長
井
支
部
�
☎
72

�

�
�
�
�
�

２
５
）

不
用
農
薬
�
廃
棄
処
分
�
実
施

�
�
�

　

登
録
失
効
や
期
限
切
れ
、
今
後

使
用
す
る
見
込
み
の
な
い
農
薬
の

処
分
を
行
い
ま
す
。
処
分
に
困
っ

て
い
る
か
た
は
、
こ
の
機
会
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
事
前
の
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
い
つ　

11
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
12
時

▼
ど
こ
で　

Ｊ
Ａ
白
鷹
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
前
広
場

▼
廃
棄
料
金　

１
㌔
グ
ラ
ム
当
り

１
６
０
円
（
消
費
税
込
み
）

▼
事
前
申
込　

申
し
込
み
の
際
は
、

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
搬
入
の
際
は
、
粉
粒
剤
・
乳
液

剤
・
水
和
剤
に
仕
分
け
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ａ
お

き
た
ま
農
協
白
鷹
支
店
（
☎
85

－
２
１
２
１
）

11
月
�
労
働
時
間
適
正
化
�
�

�
�
�
�
月
間

　

全
国
一
斉
「
労
働
時
間
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
」（
無
料
）
を
開
設
し
ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
相
談
電
話　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０

－

８
９
７

－

７
１
３

　

利
用
の
な
い
団
体
／
11
月
12
日

　

（
水
）
〜
17
日
（
月
）
午
後
７

　

時
ま
で

【
利
用
調
整
会
議
】

▼
い
つ　

11
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

＊
申
請
期
間
内
に
利
用
申
請
を
行

　

っ
た
団
体
の
み
、
参
加
を
認
め

　

ま
す
。

■
申
請
書
類
や
問
い
合
わ
せ
な
ど

は
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
ス

ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎
85

－

６
１
４

７
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

木
質
�
�
�
�
�
�
�
�
購
入

�
補
助
�
�
�

　

木
材
廃
材
な
ど
の
利
用
を
促
し
、

地
球
温
暖
化
の
防
止
に
寄
与
す
る

た
め
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
設

置
す
る
か
た
に
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
住
宅　

町
内
に
あ
り
、
既

に
居
住
し
て
い
る
住
宅
ま
た
は
平

成
20
年
度
中
に
居
住
す
る
予
定
の

住
宅

▼
交
付
補
助
額　

ス
ト
ー
ブ
本
体

及
び
付
属
品
、
取
り
付
け
費
に
要

す
る
事
業
費
の
３
分
の
１
に
相
当

す
る
額
（
10
万
円
限
度
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
農

業
振
興
係
／
熊
谷
（
☎
85

－

６
１

利
で
融
資
す
る
制
度
で
す
。
自
動

車
購
入
、
教
育
資
金
、
医
療
費
な

ど
、
生
活
資
金
全
般
に
利
用
で
き

ま
す
。

▼
対
象
者　

会
社
な
ど
に
１
年
以

上
勤
め
、
労
働
組
合
が
な
い
ま
た

は
職
場
に
融
資
制
度
の
な
い
か
た

▼
融
資
額　

１
５
０
万
円
以
内

▼
金
利　

年
２
・
０
％
（
固
定
金

利
・
保
証
料
別
）

▼
返
済　

７
年
以
内

▼
保
証
料　

年
０
・
３
％
（
県
労

信
協
の
保
証
）

※
町
の
保
証
料
補
給
制
度
が
あ
り

ま
す
。
町
勤
労
者
互
助
会
会
員
は
、

町
よ
り
年
０
・
85
％
の
利
子
補
給

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

東
北
労
働
金
庫

長
井
支
店
（
☎
84

－

１
１
０
０
）

・
産
業
振
興
課
商
工
振
興
係
（
☎

85

－

６
１
３
６
）

　　町の公用車を
　　お譲りします　　　
◆車種　トヨタ　クラウン
　　　　ロイヤルサルーンＧ　黒色
◆年式　平成６年４月28日登録
◆走行距離　213,740㎞
　　　　　（11月１日現在）
◆車検有効期限　平成21年４月27日
◆最低売却価格　100,000円
＊名義変更手数料は落札者負担とな
　ります。
◆引渡し
　名義変更及び支払い終了後、現状での引渡しとします。
【説明会】
○い　つ　11月19日（水）午後１時30分より
○どこで　役場２階会議室
【入札日】
○い　つ　11月26日（水）午前９時より
○どこで　役場２階会議室
■問い合わせ　総務政策課生活安全係（☎85－6122）
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平成20年住生活総合調査に
ご協力ください

　国土交通省では、平成20年12月１日現在で、
全国各地において「平成20年住生活総合調査」
を行います。

●目的は

住生活基本法に基づき、住生活の安定・向上の
ための総合的な施策を行ううえで必要となる基
礎資料を得るために、住生活全般に関する実態
や居住者の意向・満足度などを調査します。

●調査の対象は

10月実施の住宅・土地統計調査（総務省）に回
答いただいた世帯の一部が対象です。

●期間や方法は

11月24日から30日までの間、統計調査員証を持
った調査員が、対象となる世帯を訪問しますの
で、調査票の記入をお願いします。調査票の回
収は、12月１日から７日までに行います。
※調査内容を目的以外に使用することは一切あ
　りません。
調査をお願いする皆さまには重ねてお手数をお
かけすることとなりますが、ご協力のほどよろ
しくお願いいたします。

■問い合わせ
　建設水道課管理係（☎85－6140）
　山形県建築住宅課（☎023－630－2641）

あなたの車は大丈夫？

連続車上ねらいが
発生しました

　９月下旬からこれまで、白鷹町（一部飯豊町）
を中心に「車上ねらい（車を対象とした窃盗事件）」
が、連続して10数件発生しています。
　車の施錠はもちろん、ガラスを割る手口も発生
しています。車内に貴重品やバッグなど、泥棒が
ねらいそうな物を置かない（見えない）ようにす
るなどの防犯対策の徹底をお願いします。
　また、不審者や怪しい車を見たときは、ナンバ
ーや車の特徴を確認のうえ、近くの交番または長
井警察署に通報してください。

振り込め詐欺
　相変わらず「振り込め詐欺」の電話などが長井警
察署管内各地にかかってきています。被害に遭わな
いよう、みんなで声を掛け合い、怪しい電話が来た
ときは、役場または警察に相談してください。

■相談・問い合わせ
　長井警察署生活安全課（☎84－0110）

隠れ蕎
そ ば

麦屋の里しらたか
今年の新そばがついに登場！

新そばの季節到来です。今年も二つの地域からそば
まつりの便りが届きました。白鷹の隠れそば職人た
ちが、力と心を込めてそばを打ちます。それぞれの
個性あるそばを２週続けて味わってください。

秋の感謝祭のどか村そばまつり
今年もおいしいそばができました。のどか村か
ら感謝を込めて。ぜひおいでください。

●い　つ　11月22日（土）～23日（日）
　　　　　午前11時～午後2時

●どこで　いきいき深山郷のどか村
●料　金　手打ちそば食べ放題1300円
　　　　　（漬物・煮物付き）
■問い合わせ
　いきいき深山郷のどか村（☎85－0380）

しらたか滝野そばまつり
旧校舎の趣あるたたずまいに浸りながら、地元
のそば打ち名人のそばをご賞味ください。

●い　つ　11月16日（日）
　　　　　午前11時～午後３時

●どこで　滝野交流館（旧滝野小学校）
●料　金　一皿500円
＊当日は地元の秋野菜の直売もあります。
■問い合わせ　
　産業振興課／斎藤（☎85－6136）

家族みんなで
来ておごやぇ
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　ある日のこと、腕のところに、ペ

タンとカットバンをはっていたＴち

ゃん。

保育士「なにしたな…？」
Ｔ子「これ…？これは、エネルギー、
　　エネルギー！」

保育士「え、エネルギー…？」
Ｔ子「あ！アレルギーだった」

よつば保育園

佳
作　

こ
ま
や
か
な
母
の
慈
愛
が
子
を
包
み　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

〃　
　

故
里
に
包
ん
で
く
れ
る
山
と
川　
　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

〃　
　

正
念
場
優
し
さ
包
み
乗
り
越
え
る　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

　
　
　

愛
情
に
包
ま
れ
て
子
等
伸
び
て
行
く　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

〃　
　

汚
染
米
包
み
直
し
て
ど
こ
え
行
く　
　
　
　

滝　

野　

安
達　

昭
吾

〃　
　

悪
ガ
キ
の
何
で
も
包
む
母
の
愛　
　
　
　
　

藤
沢
市　

田
苗　

創
真

〃　
　

母
の
愛
包
む
気
持
ち
を
子
に
教
え　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

〃　
　

傷
心
を
そ
っ
と
包
ん
で
く
れ
た
友　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

〃　
　

カ
ッ
プ
ル
を
包
む
幸
せ
披
露
宴　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

〃　
　

人
情
に
包
み
包
ま
れ
生
き
て
ま
す　
　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

金
包
み
う
っ
か
り
貰も

ら

う
罪
と
罰　
　
　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

包
ん
で
も
包
み
き
れ
ず
に
燃
え
る
胸　
　
　

鮎　

貝　

高
橋　
　

正

秀
逸　

包
容
の
豊
か
な
里
に
生
き
る
幸　
　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

信
頼
を
偽
装
包
装
国
乱
れ　
　
　
　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

〃　
　

い
い
人
に
包
ま
れ
生
き
る
老
い
の
幸　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

〃　
　

風
呂
敷
に
人
生
包
ん
で
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ　
　

山　

口　

海
老
名
き
ち

〃　
　

袖
の
下
包
ん
で
鬼
と
握
手
す
る　
　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

〃　
　

お
祝
い
を
包
む
中
身
を
思
案
す
る　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

〃　
　

掌て

に
包
む
ホ
タ
ル
幼
い
夜
が
光
る　
　
　
　

鮎　

貝　

五
十
公
野
忍

〃　
　

小
さ
な
芽
包
ん
で
咲
か
す
冬
の
花　
　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

声
援
に
包
ま
れ
メ
ダ
ル
胸
に
抱
く　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

〃　
　

小
包
の
中
に
一
と
言
母
の
メ
モ　
　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

五
客　

愚
痴
小
言
そ
っ
と
包
ん
だ
オ
ブ
ラ
ー
ト　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

〃　
　

手
で
包
む
夜
店
で
買
っ
た
ひ
な
一
羽　
　
　

藤
沢
市　

田
苗　

真
弓

〃　
　

笑
い
声
で
包
む
と
家
が
光
り
出
す　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

〃　
　

気
前
よ
く
お
ひ
ね
り
投
げ
る
村
芝
居　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

〃　
　

風
呂
敷
に
背
負
い
き
れ
な
い
夢
包
む　
　
　

山　

口　

石
川
与
次
衛
門

人
位　

我
が
儘ま

ま

を
無
限
の
愛
で
包
む
父
母　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
み
き
子

地
位　

青
春
の
ロ
マ
ン
包
ん
だ
小
風
呂
敷　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

天
位　

持
っ
て
け
と
父
の
包
み
に
秋
あ
ふ
れ　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

軸　

さ
よ
な
ら
を
言
え
ぬ
ふ
た
り
を
包
む
霧　
　
　
　
　
　
　
　
　

克
二

次
回　

「
隙
間
」
十
一
月
末
日
ま
で
。「
平
」
十
二
月
末
日
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

�
町
報
川
柳
�　 

　
　
　

包
む　
　
　

菊
地　

克
二　

選

エネルギー…？（５歳児）

●
認
知
症
の
八
大
法
則
と
一
原
則

　

一
人
ひ
と
り
の
症
状
は
違
っ
て

見
え
て
も
、
認
知
症
の
お
年
寄
り

に
は
共
通
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
症
状
を
示

す
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
介

護
者
の
対
応
は
格
段
に
楽
に
な
る

は
ず
で
す
。

○
第
六
法
則

こ
だ
わ
り
の
法
則

�
�
�
�
�
�
�
�
�
続
�
�

　

あ
る
こ
と
に
集
中
す
る
と
そ
こ

か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
周
囲
が
説
明

し
た
り
、
説
得
し
た
り
、
否
定
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
さ
ら
に
こ
だ
わ

り
続
け
る
と
い
う
の
が
こ
の
法
則

の
特
徴
で
す
。
例
え
ば
、
外
出
先

か
ら
が
ら
く
た

4

4

4

4

を
拾
っ
て
く
る
、

タ
ン
ス
の
中
の
着
物
を
部
屋
中
に

広
げ
る
な
ど
の
行
為
を
、
家
族
の

制
止
や
片
付
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

毎
日
の
よ
う
に
繰
り
返
す
と
い
う

こ
と
が
、
こ
だ
わ
り
の
中
身
で
す
。

そ
の
場
し
の
ぎ
や
偽
り
の
言
葉
で

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
だ
わ
り
続
け

る
気
持
ち
も
理
解
し
、
こ
れ
を
軽

減
す
る
こ
と
を
基
本
に
考
え
ま
す
。

◆
「
こ
だ
わ
り
」
に
対
処
す
る
７

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
数
回
に
わ
た
っ

て
紹
介
し
ま
す
。

  

①
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

　

「
家
の
中
が
散
ら
か
っ
て
少
し

く
ら
い
み
っ
と
も
な
く
て
も
、
生

命
に
か
か
わ
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
」

と
割
り
切
っ
て
、
無
理
に
や
め
さ

せ
た
り
叱
っ
た
り
せ
ず
、
あ
え
て

そ
の
ま
ま
に
さ
せ
て
お
け
ば
、
家

族
の
い
ら
だ
ち
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

  

②
場
面
転
換
を
す
る

　

説
明
や
説
得
を
す
る
よ
り
も
、

こ
だ
わ
り
を
認
め
つ
つ
、
昔
の
話

を
す
る
、
軽
食
を
出
す
、
趣
味
の

話
を
す
る
な
ど
、
関
心
を
ほ
か
に

向
け
さ
せ
て
落
ち
着
き
を
待
つ
対

応
で
す
。
た
く
さ
ん
の
結
び
目
を

つ
く
っ
て
お
い
た
紐ひ
も

を
示
し
て
、

「
す
み
ま
せ
ん
け
ど
、
わ
た
し
に

は
こ
れ
を
ほ
ど
く
の
が
と
て
も
難

し
い
の
で
手
伝
っ
て
く
れ
ま
せ
ん

か
？
」
と
誘
っ
た
と
こ
ろ
、
結
び

目
ほ
ど
き
に
熱
中
す
る
よ
う
に
な

り
、
症
状
が
落
ち
着
い
た
と
い
う

の
も
「
場
面
転
換
」
が
う
ま
く
は

た
ら
い
た
例
の
一
つ
で
す
。

　体調を崩したＡちゃん、病院に入

院してしばらくの間、点滴をしてい

ました。

　そして、点滴を外したある日、窓

を開けたその瞬間「自由だー！」と

叫んだＡちゃんでした。

　１歳児のＡちゃんが感じた「自由」

とは…

自由だー！（１歳児）
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

箕和田 山本 昌　継 みのり典　子

荒砥乙 荒川 和　也 獅
し

　恩
おん

弘　美

浅　立 鈴木 一　志 十
と

　和
わ

麻　美

荒砥乙 梅津 智　也 莉
り

　央
お

路　子

畔　藤 菅原 勝 実
み

　祐
ゆ

綾　香

十　王 佐藤 英　人 日
ひ

　向
なた

幸　子

箕和田 黒澤 誠 叶
かなた

后　雪

広　野 鈴木 清　登 登
と

　空
あ

愛

畔　藤 志田 淳 姫
ひ

　南
な

麻　理

鮎　貝 宮澤 滋　晴 ななせいずみ

横田尻 遠藤 晴　海 美
み

　月
つき

奈津子

横田尻 小林 賢　作 優
ゆう

　華
か

愛　子

箕和田 渋谷 陽　平 玲
れい

　太
た

青　佳

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（鈴　木　　悟　　　滝　野
横　山　裕　子　　東京都

（安　部　雅　晃　　高　岡
二　瓶　理香子　　飯豊町

（横　澤　大　輔　　横田尻
山　田　紗　由　　山形市

（布　施　　健　　　荒砥乙
佐　藤　和　佳　　山形市

 住所　　  氏　　名  　年齢
高　岡　小　口　周　稘　79
鮎　貝　小　嶋　　勝  101
荒砥甲　小　形　幸　雄　88
菖　蒲　川　村　幸　助　74
荒砥甲　金　田　芳　子　79
山　口　青　木　　　夫　70
浅　立　鈴　木　まさ子　67
十　王　佐　　　福　榮　82
浅　立　梅　津　恒　次　85
畔　藤　　　原　正　司　80
深　山　羽　田　卯兵　　81
荒砥甲　小　関　まさゑ　85
下　山　安　部　美　代　76
浅　立　鈴　木　み　つ　84
箕和田　土　屋　東　一　52
横田尻　佐　藤　ト　ミ　85
荒砥甲　　年山　寛　壽　72
荒砥甲　伊　藤　た　き　90
佐野原　五十嵐　多　助　80
荒砥乙　青　木　ま　す　94
高　玉　今　野　ゑ　ん　90

●10月1日 ▼10月31日
わ
た
し
た
ち
の「
美
し
い
白
鷹
21
景
」

　

最
上
川
橋
梁り

ょ
う（

荒
砥
鉄
橋
）が

社
団
法
人
土
木
学
会「
選
奨
土
木
遺
産
」に

　

白
鷹
町
に
あ
り
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井

線
を
結
ぶ
鉄
橋
と
し
て
か
か
る
の
が

「
最
上
川
橋
梁
（
通
称　

荒
砥
鉄
橋
）」

で
す
。
こ
の
た
び
、
社
団
法
人
土
木

学
会
の
「
選
奨
土
木
遺
産
」
と
し
て
、

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
最
上
川
橋
梁
】

　

こ
の
鉄
橋
は
、
旧
国
鉄
東
海
道
線

を
結
ぶ
た
め
に
１
８
８
６
年
（
明
治

19
年
）
か
ら
用
い
ら
れ
た
も
の
で
す
。

英
国
人
Ｃ
・
Ａ
・
Ｗ
ポ
ー
ナ
ル
が
設

計
し
、
英
国
の
会
社
が
制
作
し
た
も

の
で
、
日
本
最
古
の
鉄
橋
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
１
９
２
３
年
（
大
正
12

年
）
に
、
旧
国
鉄
長
井
線
（
現
フ
ラ

ワ
ー
長
井
線
）
の
延
伸
と
と
も
に
、

東
海
道
線
で
役
目
を
終
え
て
い
た
鉄

橋
を
改
造
し
、
転
用
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
85
年
間
、
多
く
の
学
生

や
会
社
勤
め
の
人
、
戦
中
に
は
徴
兵

さ
れ
て
い
く
人
び
と
を
渡
し
、
文
化

や
物
資
を
運
ん
で
く
る
橋
と
も
な
り
、

地
域
の
歴
史
を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
そ
の
鉄
橋
の
あ
る
景
色

が
風
光
明
美
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

「
最
上
川
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
」「
残
し

て
お
き
た
い
美
し
い
白
鷹
21
景
」
に

も
選
ば
れ
、
訪
れ
る
人
び
と
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
２
年
前
に
は
、
日

本
で
も
貴
重
な
鉄
橋
を
後
世
ま
で
残

そ
う
と
、
大
規
模
な
塗
装
工
事
が
行

わ
れ
、
白
鷹
の
景
観
に
合
っ
た
「
と

び
色
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

【
選
奨
土
木
遺
産
】

　

近
世
・
近
代
の
土
木
遺
産
に
は
、

現
在
の
生
活
・
産
業
基
盤
を
支
え
て

い
る
も
の
が
あ
り
、
先
人
た
ち
の
計

画
、
技
術
、
使
命
感
に
は
学
ぶ
べ
き

も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

土
木
遺
産
は
、
生
涯
学
習
な
ど
に
活

用
さ
れ
、
地
域
資
源
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
に
活
用
さ
れ
て
い
る
事
例
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

社
団
法
人
土
木
学
会
で
は
、
学
会

自
ら
が
過
去
の
作
品
を
は
っ
き
り
と

認
識
し
、
身
近
に
あ
る
土
木
構
造
物

に
つ
い
て
そ
の
遺
産
的
価
値
を
広
く

社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
社
会
的
遺
産
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
し
て
も
ら
お
う
と
、
平

成
12
年
に
「
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺

産
」
顕
彰
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

最
上
川
橋
梁
（
荒
砥
鉄
橋
）
は
、

全
錬
鉄
製
の
ダ
ブ
ル
ワ
ー
レ
ン
ト
ラ

ス
の
現
役
鉄
道
橋
で
、
最
も
古
い
橋

梁
で
あ
り
、
歴
史
的
に
も
土
木
技
術

的
に
も
大
き
な
価
値
が
あ
り
、
地
域

資
源
と
し
て
も
貴
重
で
あ
り
、
選
奨

の
意
義
が
深
い
と
評
価
さ
れ
、
こ
の

た
び
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
形
県
内
で
は
こ
れ
ま
で
２
カ
所

が
認
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
回
、
本
町
の
最
上
川
橋
梁
に
加
え

て
、
中
山
町
の
「
最
上
川
橋
梁
」、米

沢
市
の
「
直
江
兼
続
治
水
利
水
施
設

群
」
が
選
奨
土
木
遺
産
と
し
て
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
愛
さ
れ
て
き
た
荒
砥

鉄
橋
。
歴
史
を
、
文
化
を
、
ふ
る
さ

と
を
表
す
遺
産

と
し
て
、
わ
た

し
た
ち
自
身
が

懸
け
橋
と
な
り
、

次
代
の
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。


